
② 入試区分

③ 出題科目

④ 出題の意図

①大学（薬･香薬以外）

Ⅱ期

 現代の国語・言語文化（古文・漢文を除く）

問題の一は、永井玲衣の文章「問いでつながる」から出題。「対
話」における「問い」の重要性について述べた論説文。設問では、
漢字の書き取り･読み、キーセンテンスの解釈、キーセンテンスの理
由説明、空欄補充（キーワード・接続語）、指示語の具体的内容な
どを問うている。問題の二は、本田和子『異文化としての子ども』
から出題。「こども」の「非連続・断片的」なありようについて大
人の視点から論じた評論文。設問では、漢字の読み、比喩表現の意
味、キーワードの表現意図、慣用句の空欄補充、キーセンテンスに
おける筆者の意図の読み取り、本文の趣旨の把握などを問うてい
る。問題の一・二とも、論説的文章の基本的な読解力をはかる問題
となっている。



1徳島文理大学 2026Ⅱ理・人・保・総・文 国

現
代
の
国
語
・
言
語
文
化
［
古
文
・
漢
文
を
除
く
］



2徳島文理大学 2026Ⅱ理・人・保・総・文 国



3徳島文理大学 2026Ⅱ理・人・保・総・文 国



4徳島文理大学 2026Ⅱ理・人・保・総・文 国



5徳島文理大学 2026Ⅱ理・人・保・総・文 国



6徳島文理大学 2026Ⅱ理・人・保・総・文 国



7徳島文理大学 2026Ⅱ理・人・保・総・文 国



1徳島文理大学　2026　Ⅱ　理・人・保・総・文　国

現
代
の
国
語
・
言
語
文
化
（
古
文
・
漢
文
を
除
く
）	

Ⅱ
期

一
1　
　

①　

飽 

②　

ひ
へ
い 

③　

て
い
ね
ん 

④　

た
が
や 

⑦　

模
索

⑧　

吟
味

2　
　

イ

3　
　

高
校
生
に
と
っ
て
の
「
言
論
」
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
攻
撃
的
な
や
り
と
り
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
か
ら
。

4　
　

わ
か
ら
な
さ

5　
　

エ

6　
　

つ
な
が
る
こ
と
の
で
き
る
問
い
を
さ
が
す
と
こ
ろ
。

二
1　
　

②　

し
ょ
う
そ
う 

④　

た
づ
な 

⑤　

き
ぐ 

⑧　

し
ん
こ
っ
ち
ょ
う 

⑨　

は
あ
く

2　
　

さ
め
は
だ
（
鳥
肌
）
が
生
じ
る
。

3　
　

小
さ
い
う
え
、
善
悪
を
わ
き
ま
え
ず
に
、
無
秩
序
な
（
勝
手
な
・
統
一
性
を
欠
い
た
）
行
動
を
し
て
、
大
人
を
心
配
さ
せ
、
困
ら
せ
る
と
こ
ろ
を
「
小

悪
魔
」
に
た
と
え
た
。

4　
　

ウ

5　
　
「
い
い
も
の
買
っ
て
こ
よ
う
」
を
「
消
火
に
出
動
だ
」
な
ど
と
し
た
ら
、
消
防
署
ご
っ
こ
で
、
火
事
が
お
こ
っ
た
と
い
う
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
設
定
、

お
ぜ
ん
だ
て
）
と
辻
褄
が
合
う
。

6　
　

ウ


